
内 容 や 方 法

○教科書の音読。

国 ○本や新聞のコラムを毎日読む。

○日記などで毎日文章を書く。

語 ○教科書や本、新聞の難語句を辞書で調べる。

○調べた語句を日記などで使うようにする。

①前回の学習内容を教科書やプリントなどで確認しよう。

社 ②重要語句をきちんと書けるよう練習しよう。

その際、その語句の意味や内容を覚えて、簡単に説明できるようにしておこう。

会 ③地図帳を見て、地名の位置を確認する習慣をつけよう。

④日頃から、新聞を読んだり、テレビのニュースを見たりしよう。

数 ①授業で学習したことをその日のうちに問題を解き直しておこう。

（ノートやプリントを確認！）

学 ②１週間に一度はワークを確認し、授業で学習した範囲の問題を解こう。

理 ①授業で学習したことを、その日のうちに復習(ノート整理・教科書を読み返すなど)しよう。
ワークなどの関連した問題に取り組むとさらに効果的です。(特に計算)

科 ②わからないところはそのままにせず、先生や友達に質問して、解決しよう。

＊繰り返して学習・練習をすることが力を伸ばすこつです。

○新出単語や基本文など発音しながら繰り返し書いて練習しよう。

英 ○教科書やワークの学習したページを何度も音読練習をして、大切な単語や表現を身に付けよ

う。

語 ○簡単な英語の雑誌を読んだり、ラジオやＣＤ、洋画、テレビなど、教科書以外の英語も積極

的に聞いてみたりしよう。

○学習した文法の確認や長文読解の練習のために。継続的に問題集などに取り組み力を伸ばそ

う。(３年)

【全体を通して】

○じっくり考えたけれどわからなかった問題は、誰かに教えてもらったり、解答を見て確認したりす

るのですが、そうした場合も、ただ答えを写して終わりにするのではなく、あとでもう一度自分で解

けるかやってみるのを忘れないようにして下さい。

「聞いてわかった」「見てわかった」は、まだ本当にはわかっていないものです。


